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2Bl0 人材と事業創造 
一中国企業アンケート 一 

ONoorhizanBinZainol, 清家形 敏 ( 富山大経済 ) , 強一 弛 ( 中国北京大学 ) , 
馬 淑薄 ( 中国国務院 ) 

1. 緒言 

21 世紀に入って 中国の経済は 世界各国と益々強く 連携しつつあ る。 連携はその間での 知識移転、 学習を 

伴い人材も大きく 変化していく。 本研究は中国企業における 人材の採用・ 雇用を概観し、 蚕業創造への 中国 

企業のインフラについて 考察する「企業は 必要とする人的資源を 労働市場から 募集・採用し、 職場に配置し、 

姥 、 要とする労働サービスを 確保する。 

採用され・た 人材は 、 同じ職場に長期にとどまるのでなく、 業務量の変動や 人的資源の開発などのため 他の 

職場へ異動する 場合が多。 。 しかし、 事業創造は主に 権 限関係、 階層構造や人材の 異動というた 組織の論理 - 

ではなく、 意欲、 執念、 専門性といった 偶人の論理によって 起こる妻が多い。 会社が事業を 起こすのではな 

く 、 社員が起こすのであ る。 

本研究は中国 1086 社．アンケート ( 北京大学・富山大学共同調査、 2001 打 :) をもとに、 中国企業の事業創 

造 に関わる人材を 調査し、 分析する。 企業組織は人と 仕韓の結びつきを 調整する仕組みであ り、 宰業 創造は 

そ のもっとも個人の 特性の発揮を 期待し、 組織のイノベーションへと 繋がるものであ る。 

2. 中国企業における 協調的人事と 競争的人事 

企業のコア人材確保の 手段は、 その企業の人材管理と 経営理俳を反映している。 中国企業の確保の 

手段を、 日本に見られる「年功序列㈹もとでの 長期競争による 生き残り」を 協調的人事、 欧米に多い 

「早期選抜、 専門家の院生の 採用、 中途採用、 M&A 」を競争的人事とし、 北部 ( 北京、 天津 他 ) 、 南 

部 ( 上海、 広東 他 ) で比較した ( 図 1L 。 

図 1  中国での人材確保における 協調的人事と 競争的人事 ( 南北比較Ⅰ 
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市場経済以双山中田では 国柄企業が中心であ り、 北部と南部におけるコア 人材㏄確保のチ 段は同じであ っ 

たと思われろ ， 「 申位 」 と呼ばれたその 円石企業は完全な 終身 展用 組織であ り、 すべての生活モ 段を内包 し 

ていた。 学校、 病院、 食料・ 品店ヰ がすべて「単位」内にあ った " そ ㈹申では、 某人的にコア 人材確保 は 「 午 

功 制度㈲もとでの 長期競争による 生き残り : であ った。 協調的八 % であ る。 ところが、 申 困の市場経済化で 

この状況は大きく 変化した - 図 1 をみろと、 北部 34.7% 、 南部 47.4% と協調的 人 華を志向する 企業は多く 

はな い， Ⅱ 本 企業は 1999 年調査 ( 清家地『人材 白 ; 町 0 円本経営協会 ) で、 71.6% であ った - 

早期選抜に基づいて び ) 計画的育成では 南部より北部のほうが 欧米に近い人尊制度が 採用されていた ，将来 

に， ) 。 ての回答で は 、 南部と北部 は 同じ傾向を ホりヒ ，現任と将来で 大きな差が見られるのは、 : 専門家と 

しての中途採用」であ る - 南部では 15.8% から 64.9% に回答数が増加しだ。 「専門家として 大学院などの 修 

l, 者び ) 採用」は 巾部 にお。 て顕筈 なたがでだ - Ⅱ木型㈹協調的 人 ， 俺 %lj 度から欧米型 び > 競争的大女制度へと 変 

化していく傾向が 南北とも伺え、 現在欧米化 力 ; 進んでいない 南部のほうが 当然、 将来と現任の 差が 

大きい， 上海と北京の 製造 ま においてのコア 人材の確保方法 

年功制度のもとでの 長期競争 
による生き残り 
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こ ㈲ 紺 ， 果は 、 北部㈹ほうが 国有企業の伝統が 強く 、 過 よの中田企業の 年功制度を受け 継いで。 る 、 といっ 

- た - 般的な見方に 反する，製造業は 長期投資が必要であ り、 艮瑚 雇用が行われる 場合が多いとも 考えられる   

中 Ⅲの内部は世外山生産拠   " で 製造業が多い ，この現状を 反映し、 アンケート D,mu 文 企業における 製造業 グ ) 比 

率は南部が 36.2% 、 北部が 19.2% であ った『この比率を 受けて、 製造業だけについて 特に北部 00 ヒ海 と北 

" を 比較した「 ・ 般 的な南部が欧米的、 北部がかつての「単位 : のなごりでⅡ 本 的との通念を 再確認する 意 

昧 であ る。 その結果、 製造業については 逆に南部が欧米的、 北部が「単位」的二ロ 本的との通念を 喪 づ げろ 

結果がでだ。 この結果、 製造業では南部は 欧米的、 非製造業では 北部が欧米的という 分析が 吋能 であ る     

N 3 図 4 

ゼネラリスト ( ライン管理者 ) とエキスパート ( 専門柱 ) 期待するリーダ 一に求められる 行動力はどのよ う 
に 分けると貴社のコア 人材の構成はどのようになっていますか な 性質のものですか 
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北部は南部に 比べて、 ゼ イラリストよりも ェ キスバートをやや 重視する傾向があ る。 ( 図 3) この結果は 

図工と関係があ る。 北部が「専門家としての 中途採用」と「専門家としての 大学院修了者の 採用」が南部 

より多いのがこのような 結果につながる ， 

中岡と日本を 比較した場合、 申 岡はェ キ ス 、 バートの比率が 高い。 日本は「 年 功制度のもとでの 長期競争に 

よる生残り」を 毛祝しており、 ジョブは 一 テーションにより、 総合的な人材 一 ゼネ、 ラリストを育成している。 

国有企業主導から 民営企業主導へと 進化するに連れて、 年功序列と終身雇用が 崩れている。 日本型の協調的 

人事から欧米型の 競争的人事へと 変化しっ っ あ る。 

3. リーダ一の要件 

南部と北部とも「使命感に 道かれ た 行動力」がもっとも 高い回答があ った。 それぞれ、 70.3% と 65.9% で 

あ る，南部で ボ していな。 。 「好奇心に導かれた 行動力」について 北部は 7i3% で、 南部より 2.6% 商い ( 図 

4)r 使命感に満ち、 行動力、 好奇心に富んだリーダー 像が浮かび ヒ がる。 

4. 事業創造インフラとコンサルタント 

事案に恕して 専門コンサルタント 等を活用していますか 

  

  

  
    
  ロ 社外ベンチャー キヤビ タリスト 

  ロ ベンチャー キヤビ タリスト以覚の 社外専門家 
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事業創造 イ シフ ラ について、 北部は社覚ベンチャーキャビ タ リ ス、 。 との回答が最も 多い，北部が 12.1 。 ，も 

と活用しているのに 対して南部は 1.8% しか活用して い な。 。 社内コシサルタントは、 北部は南部より 4.7 。 ，も 

多 い ，ベンヂャー キヤビ ダリスト以覚の 社外専門家㈲ 活用は、 南部と北部ほぼ 同様であ る，コシサルタント 

㈲活用との回答は 南部では少ない " 

5. 新事業のアライアンス パートナー選択 

32. 新事業のパートナ 一についてお 聞きします 

パートナーはなし 
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北京地域と上海地域は 大学研究所が 新事業のパートナ 一に選ばれている。 上海地域は北京地域より 2 倍 

ほど多い。 政府と自治体とバートナーを 組んで新事業を 行 う という回答は 北京地域が多い。 NPO/NGO と 

民族企業は上海地域でパートナーとして 選ばれていない。 外資系との回答 は 上海地域に集申している。 ヒ海 

地域で 39.1% 、 それに対して 北京地域は 23.6% と少ない。 

6. 新事業としてのバイオ 

将来一番大きな 変化が見られるのはバイオであ る。 珠江 1T 地域 18.8% 、 上海地域 17.1% で、 将来の事業 

と 大きく期待されている。 珠江 ヂルタ はかつてのシリコンバレ 一のように IT からバイオ ヘ 重心が移ろうと 

しているとも 考えられる。 

珠江 1 下 地域と上海地域で 創造させたべンチャー 企業の主流と 将来の新 
卒業の領域主流について 
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7. 結語 

中国の経済は 角、 速な発展を遂げているが、 中国事情に適応する 人事制度を模索することはとても 大きな 課 

額 であ る。 地域差が見られ、 北部と南部のねじれ 現象がみられるが、 全体の傾向として 日本型の協調型人事 

から欧米型の 競争型人事へ 変化しながらも、 双方の長所を 統合しようとしている。 現在、 北部の製造業以覚 

は 南部に比べて 欧米型の人事制度がより 多く採用されている。 しかし、 製造業は逆に 南部の方が日本型とい 

ったねじれを 持っている。 日本企業、 欧米企業の進出の 中で連携、 学習する中国企業の 現状が現れて。 る 。 

成長には欧米型の 競争的人事が、 安定には日本型の 協調的人事が 望ましい。 欧米型になりっ っ あ る 北 " の 非 

製造業、 南部の製造業は 日本型の協調的人事制度を 採用し、 その逆は欧米型を 志向するとも 思われる。 WTO 

への加盟を控えて、 中国企業の対応が 注目される。 
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